
第１９回「柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会」 
ご説明内容 

 
 
 
１．日 時 平成１６年１２月１日（水）１８：３０～２２：００ 
２．場 所 柏崎原子力広報センター  
３．議 題  

１） 前回定例会以降の動き 
① 新潟県からの説明 
② 当社からの説明 
◆ 前回（１１／５）以降の動き・・・・・・・・２ページ 
◆６号機保安規定違反事象（11/18）について・・４ページ 

 
 

２） 新潟県中越地震関連の説明について 
◆ 当社説明資料・・・・・・・・・・・・・・・６ページ  
 「６号機原子炉建屋基礎マット上端部における 

                 本震時及び余震時の観測記録の比較」    
「岩盤おける本震時及び余震時の観測記録の比較」         

 
３） その他 
① 地域の会（８．１９）東京電力に 

      対する資料公開請求事項について・・・・１２ページ 
 
 
 

以 上 
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                             平成１６年１２月１日 
東京電力株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

第１９回「地域の会」定例会資料 
 

前回（１１／６）以降の動き 
 
【公表関係】 
 
・１１月 ８日 地震の影響について 
           本日、１１時１６分頃の地震が発生しておりますが、当所１，２，３，５，

６号機は、現在、運転に異常はありません。 
・１１月 ８日 ７号機の再起動について 
           プラントの設備点検ならびに各種デ－タの分析・評価を実施した結果、今

回の事象は、実際にスラスト軸受が磨耗したものではなく、地震によるタ

－ビン軸方向の揺れにより、「タ－ビンスラスト軸受磨耗トリップ」信号

が発生し、タ－ビン保護の観点からタ－ビンが自動停止いたしました。こ

れにもない原子炉自動停止に至ったものと推定いたしました。今回の点検

により異常がなかったことから、準備が整い次第、プラントの起動操作を

開始いたします。 
・１１月 ８日 ７号機タ－ビン建屋地下１階タ－ビン駆動原子炉給水ポンプ室内での油

にじみについて 
           １１月４日午前８時５７分頃に発生した地震後の現場確認において、７号

機タ－ビン建屋地下１階タ－ビン駆動原子炉給水ポンプ室内の計装配管継

手部５ヶ所に、わずかな油にじみ（１㏄未満）を当所職員が確認し、ふき

取りを実施するとともに関係行政機関へ連絡いたしました。同日、消防署

の現場確認を受け、翌１１月５日に消防署から、今回の事象は「露（つゆ）

程度の油漏えい」との判断がありました。油にじみについては、ペ－パ－

タオル（１枚）でふき取りを実施した後の経過観察で、更なるにじみがな

いことを確認しております。なお、ふき取った油から放射性物質は検出さ

れておりません。 
・１１月 ８日 定期検査中の４号機原子炉再循環系配管取替作業の開始について 
           原子炉再循環系配管の溶接線３継手について、本日より、取替作業を開始

いたしました。なお、本取替作業については、９月３０日、電気事業法第

４８条第１項の規定により工事計画届出書を経済産業大臣に提出しており

ます。 
・１１月 ８日 荒浜側補助ボイラ－建屋でのけが人の発生について 
           本日午後３時３０分頃、定期検査中の荒浜側補助ボイラ－建屋（非管理区

域）において、昇降用階段の手すり切断作業を行っていた協力企業作業員

の使用していたグラインダ－が、使用中に跳ねて他の作業員の右手首の甲

にあたり負傷しました。救急車を要請するとともに止血などの応急処置を

行った後、救急車にて病院へ搬送いたしました。 
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・１１月 ９日 新潟県中越地震にともなう緊急支援について  
           本日、以下の緊急支援を実施いたしますので、お知らせいたします。 
          ○企業ボランティアの派遣 
           ・小千谷市、十日町市からの要請により、住民の皆さまの帰宅後の片付け

支援などについて当社社員を派遣。             
・１１月１０日 ６号機の営業運転再開について 

本日午後２時、経済産業省の総合負荷性能検査に合格し、営業運転を再開

いたしました。  
・１１月１１日 ７号機の原子炉起動操作実績について 
           原子炉起動（制御棒引抜操作開始）１１月１１日午後４時２分 
・１１月１５日 ７号機の発電開始について 
           １１月１３日午後１時１１分、発電を開始いたしました。 
・１１月１８日 ６号機における保安規定違反事象（改善指示）について 

１０月２０日午後５時頃、移動式炉心内計装系の装置を原子炉格納容器

に出し入れするための弁の「閉」が確認できない事象が発生しました。

事象発生時点では、万一格納容器隔離信号が発生しても、当該弁は閉す

ると考え、翌日の対応で問題ないと判断しておりました。翌日、調査の

結果、手動操作においても状況は変わらず「閉」が確認できないことか

ら、格納容器の隔離機能が健全でないと判断し、保安規定に定める「運

転上の制限」の逸脱を宣言いたしました。その後、当該弁に付属するス

イッチの点検を行い、不良個所を切り離した結果、同日、当該弁の「閉」

を確認し、「運転上の制限」の逸脱から復帰いたしました。 
これら一連の対応において、事象発生時、格納容器隔離弁の機能が健全

であると誤って認識し、結果として「運転上の制限」を満足していない

場合に要求される措置をすみやかに講じることができなかったとして、

当社は、経済産業省原子力安全・保安院より、柏崎刈羽原子力発電所原

子炉施設保安規定第４３条（格納容器及び格納容器隔離弁）に違反して

いると判断され、改善指示文章を受領いたしました。この改善指示に基

づき、原因および再発防止対策について取りまとめの上、本年１２月２

０日までに原子力安全・保安院に報告いたします。 
 
 

以 上 
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柏崎刈羽原子力発電所６号機における 

保安規定違反事象（改善指示）について 

 

平成 16 年 11 月 18 日 

東 京 電 力 株 式 会 社 

 

 当社・柏崎刈羽原子力発電所６号機（改良型沸騰水型、定格出力 135 万６千キ

ロワット）において、平成 16 年 10 月 20 日に発生した移動式炉心内計装系の弁の

一時的な不具合への対応について、本日、当社は、経済産業省原子力安全・保安

院より、本件が柏崎刈羽原子力発電所原子炉施設保安規定第 43 条（格納容器及び

格納容器隔離弁）に違反していると判断され、改善指示文書を受領いたしました。 

 この改善指示に基づき、原因および再発防止対策について取りまとめの上、本

年 12 月 20 日までに原子力安全・保安院に報告いたします。 

 

 事象の概要および違反事項は、以下のとおりです。 

 

１．事象の概要 

平成 16 年 10 月 20 日、調整運転中の当社・柏崎刈羽原子力発電所６号機にお

いて、移動式炉心内計装系の装置を原子炉格納容器に出し入れするための弁の

「閉」が確認できない事象が発生しました。事象発生時点では、万一格納容器

隔離信号が発生しても、当該弁は閉すると考え、翌日の対応で問題ないと判断

しておりました。翌日、調査の結果、手動操作においても状況は変わらず「閉」

が確認できないことから、格納容器の隔離機能が健全でないと判断し、保安規

定に定める「運転上の制限」の逸脱を宣言いたしました。その後、当該弁に付

属するスイッチの点検を行い、不良箇所を切り離した結果、同日、当該弁の「閉」

を確認し、「運転上の制限」の逸脱から復帰いたしました。 

  なお、本事象については、平成 16 年 10 月 21 日にお知らせしております。 

 

２．違反事項について 

  本件は、保安規定第 43 条（格納容器及び格納容器隔離弁）で規定されている

「運転上の制限」を逸脱する状態であったにもかかわらず、事象発生時、格納

容器隔離弁の機能が健全であると誤って認識し、結果として「運転上の制限」

を満足していない場合に要求される措置をすみやかに講じることができなか

ったことについて、この規定に違反していると判断されたものです。 

   

当社といたしましては、原因ならびに再発防止対策について検討を行うととも

に、ひきつづき改善に取り組んでまいります。 

 

以 上 
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６号機原子炉建屋基礎マット上端部における
　　　　　　　　　本震時及び余震時の観測記録の比較

発震日時
マグニ
チュード

震央距離
（km）

震源深さ
（km） ＮＳ ＥＷ ＵＤ ＮＳ ＥＷ ＵＤ

11/04 08:57（余震） 5.2 28 18 36.5 79.0 38.3 2.7 7.1 2.0 3.97

10/23 17:56（本震） 6.8 28 13 34.2 59.2 68.0 8.5 11.1 6.1 4.21

計測
震度

最大加速度（ガル）地震諸元 最大速度（カイン）

本震と余震の震央分布 ６



６号機原子炉建屋での加速度波形

計測震度：3.97
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６号機原子炉建屋での速度波形
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岩盤における本震時及び余震時の観測記録の比較

発震日時
マグニ
チュード

震央距離
（km）

震源深さ
（km） ＮＳ ＥＷ ＵＤ ＮＳ ＥＷ ＵＤ

11/04 08:57（余震） 5.2 28 18 25.1 37.3 18.3 1.1 3.5 1.2 0.63

10/23 17:56（本震） 6.8 28 13  24.0   44.3   30.2  6.0 5.5 6.5 6.44

金井式
（カイン）

最大加速度（ガル）地震諸元 最大速度（カイン）

本震と余震の震央分布 ９



岩盤での加速度波形
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岩盤での速度波形

ＥＷ成分
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地域の会（８．１９） 東京電力に対する 資料公開請求事項 
 

Ⅰ．柏崎刈羽原発の地盤地震に関し８月３日開催の「地域の会」

での東電説明に関係して以下の資料を求める。 
東京電力（株）の西山層や安田層についての評価は，以下のとおりです。 

１．原子炉支持地盤西山層に関する事項 
東京電力は，原子炉支持地盤は新第三紀鮮新世前期の地層であ

り，堅牢な岩盤であると主張している。 
① 西山層が新第三紀鮮新世前期の地層であるとする根拠は

何か 
化石分析・火山灰分析は実施したか。実施したなら，そ

の位置（平面位置やボーリング・試掘坑等の標高，層準）

と分析結果（分析者や分析結果）を公開し，支持地盤・西

山層の堆積年代を決定した根拠資料を示されたい。 
② 西山層のＮ３層が西山層であるとする根拠は何か 

２・５号機以降の安全審査申請書では，西山層を下部か

らＮ１，Ｎ２，Ｎ３と区分し，Ｎ３は灰爪層の可能性を示

唆している。Ｎ３層の西山層と認定した根拠資料を示され

たい。 
③ 灰爪層に関して 

安全審査申請書では１号機の南荒浜側に灰爪層が存在

するとされている。１号機の申請書では灰爪層は新第三紀

鮮新世後期の堆積層としている。灰爪層の年代決定の根拠

資料（火山灰や化石分析結果）を示されたい。 
 

＜西山層の形成年代について＞ 
¾ 地質調査の結果により，柏崎刈羽原子力発電所敷地周辺の新第三紀鮮新世後期～

第四紀更新世前期にかけての地層は同時異相の関係にあることが明らかとなっ

ています。この同時異相とは，同様の岩相（みため）を示す地層が地域により堆

積年代が異なることです。 
¾ 地層の堆積年代を探る手がかりの一つとして，火山灰層があります。 
¾ 新第三紀及び第四紀前期の境界付近に分布する出雲崎火山灰層（別紙１参照）を

鍵層とした調査の結果，同火山灰層が本件原子炉施設の敷地が位置する西山丘陵

では西山層の上位層である灰爪層中に挟まれていることが確認されており，西山

層はその上限が出雲崎火山灰層よりも下位にあること等から判断しても，新第三

紀鮮新世であることが確認できます。 
¾ 発電所敷地及び敷地の位置する西山丘陵においては，火山灰鍵層の対比結果に加

えて，微化石分析，放射年代測定により新第三紀の地層であることを確認してい

ます。 
＜灰爪層について＞ 
¾ 敷地の灰爪層については，その岩相から灰爪層と判断し，その年代については西

山層と整合関係であるから，新第三紀鮮新世と評価しています。 
（参考） 
※ 敷地の西山層中で確認された主な火山灰層 
① 不動滝火山灰層（Fup：別紙２参照） → およそ２２０万年前 
② 武石火山灰層 （Tsp）        → およそ２３０万年前 
 
※ 西山層中で確認された主な化石（底生有孔虫化石）・・・別紙３参照 
※ 灰爪層中で確認された主な化石（底生有孔虫化石）・・・別紙４参照 



２．安田層に関する事項 
 安田層に関して，東京電力は以下のように主張している。 
 安田層は南関東の下末吉段丘に対比され，１４万～１２万

年前に堆積した。 
 安田層の海成層が標高３０ｍにまで海面が上昇した。 
 安田層堆積後の地殻構造運動はない。 
① 第四紀の海水準では，１４万年前は氷河期で海面標高は－

１２０ｍにまで低下していたとされている。 
標高の高い位置での安田層海成層の存在と安田層堆積時

期が氷河期（海面が低い）であるとの東電主張は矛盾する

のではないか。 
東電見解（海面の低い氷河期に，高い標高に海成層が堆

積した）を裏付ける客観的証拠を示されたい。 
② 安田層を南関東の下末吉段丘に対比する根拠資料は何か。 
 安田層相当層の年代決定には，最近は，広域火山灰の同

定が広く用いられている。敷地内外の安田層中から採取分

析した火山灰の位置と分析結果を公表されたい。 
③ 第四紀学会では，第四紀後期の海水準は，－１２０ｍ～＋

５（７）ｍ程度で推移したとされていると考える。 
東京電力の「＋３０ｍに海成安田層が存在するという一

方で，安田層堆積後の地殻構造運動はない」との主張は矛

盾していると考えるが，矛盾しないことを合理的に説明す

る根拠を示されたい。 
 

＜安田層の年代について＞ 
¾ 安田層の形成年代についは，安田層が形成する地形面及び堆積物の分布状況等の

詳細な調査結果に基づき南関東地方の下末吉層（およそ１２～１４万年前に形

成）が堆積した海進の時期に形成されたと考えています。 
¾ また，敷地に分布する安田層については，本層から産出した化石を用いて年代測

定を実施した結果，１４±１万年という値が得られおり，柏崎平野周辺に分布す

る安田面を形成する中位段丘堆積物の直上に中子軽石層（およそ１５～１３万年

前）が分布することからも，下末吉層に対比することが妥当であると判断されま

す。 
 
＜海水準との関係につ  
¾ 安田層の形成時期 １のおよそ１４万年前からおよそ１２万年前にかけて， 

海面がおよそ－１ から＋５ｍ程度に上昇する過程で形成されたと考えて

います。その後， す日本列島全体の隆起伴い現在の標高に分布すると考

えています。 
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図２に示
 

図１ 第四紀後期の海水準変動 



図
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経済産業省 資源エネルギー庁  HPより 

２ 約 12.5万年前の海岸線の現在の高度 
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３．プレート境界に関する事項 

本年は新潟地震４０周年で、各種の地震や防災に関する多くの報

道があった。 
これらの中で、注目すべきは、「日本海東縁にプレート境界が存

在し、その位置は信濃川沿にあることが最近のＧＰＳ観測の結果

判明した。新潟地震（1967）の破壊域と善光寺地震（1847）の破
壊域の中間は地震がさし迫った要警戒区域、この地域はＭ７以上」

との地震予知連絡会の大竹政和会長の指摘である。これらの指摘

は、日本海中部地震（1983）や北海道南西沖地震（1993）、最近
のＧＰＳ観測結果を踏まえた最新の科学的知見である。 
しかし、８月３日の地域の会での東京電力説明は 1992作成のパ
ンフレットに基づくもので、１号機申請（1975）当時の主張でし
かなかった。 
日本海東縁プレート境界地震に関して、最近の学会や報道が誤り

で、東京電力の１号機申請（1975）当時の主張が正しいとする根
拠資料の公開を求める。 
 

３．プレート境界に関する事項 

 
＜日本海東縁部のプレート境界説について＞ 

¾ 日本海東縁の信濃川沿いにプレート境界が存在するとの説については、その存

在・位置を含め諸説あり、未だ定説となっていないものであると認識しております。 
 
＜原子力発電所の耐震設計上考慮する地震について＞ 

¾ 原子力発電所の安全審査においては、地域ごとによって異なる地震の起こり方に

ついて、発電所敷地周辺で過去に発生した地震や、敷地周辺の活断層について詳細

な調査を実施し、また地震の起こり方に共通の性質をもった地域の地質構造、すな

わち地震地体構造の観点にも基づいた上で、耐震設計上考慮する地震を評価してい

ます。 
¾ これは、大地震は同一の地域において繰り返し発生するという考えに基づいてお

り、そのために原子力発電所の安全審査にあたっては、過去に発生した地震や過去

に地震を発生したと考えられる活断層、またはその疑いのあるリニアメント等を詳

細に調査し、耐震設計上考慮する地震を評価するものです。 
 
＜柏崎刈羽原子力発電所の耐震設計上考慮する地震のうち、 

信濃川沿いの地域で発生すると考えられる地震に関する評価について＞ 

¾ 柏崎刈羽原子力発電所においても、当然この考え方に基づき耐震設計上考慮する

地震の評価を実施しており、ご指摘の信濃川沿いの地域で発生すると考えられてい

る地震についても詳細な調査・検討の結果に基づき、その発電所敷地へ及ぼす影響

を評価しております。 
 

 
¾ 具体的には、設計用最強地震では、過去の地震として 1828年の三条地震（M6.8）、
活断層による地震として気比ノ宮断層による地震（M6.9）を考慮しております。 
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¾ また、地震地体構造の観点に基づき、信濃川沿いの地域についても様々な知見に

ついて詳細に調査・検討した上で、設計用最強地震の影響を超えるような地震でそ

の発生が否定できないものとして、同じく気比ノ宮断層による地震（M7.0）及び長
野県北部の断層帯による地震（M7.5）を設計用限界地震の対象として考慮しており
ます。 
（下記設置許可申請のうち「５．４．１．敷地周辺の地震地体構造」参照） 

 
＜信濃川沿いの地質構造におけるプレート境界説について＞ 

¾ なお、この信濃川沿いの地域については、東西方向の圧縮応力により褶曲が発達

している地域と認識しており、柏崎刈羽原子力発電所の耐震設計上考慮する地震の

評価においても、そのことを念頭において実施しています。 
日本海東縁部のプレート境界説については、この事実を説明する考え方の一つ、と

認識しております。 
 
＜まとめ＞ 

¾ 以上のように、柏崎刈羽原子力発電所の耐震設計上考慮する地震の評価について、

その妥当性に問題はないと考えます。 
¾ なお、当社は最近の学会や報道が誤りであるというような立場には立っておりま

せん。今後とも学会等における最新の知見については、常に注視していきたいと考

えております。 
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以下、６・７号設置許可申請書より抜粋 
 
５．４ 地震地体構造 

５．４．１ 敷地周辺の地震地体構造 

（一部略） 

敷地周辺は地質構造からみると、羽越褶曲帯と呼ばれる活褶曲の発達した地域であ

り、その成因について藤田によれば、太平洋プレートの東西圧縮応力が東北日本脊梁

部を変形させず、むしろ羽越褶曲帯の地域に集中したためとしている。海域では南北

に断続しつつ連なる海盆と海嶺があり、これらの境界のかなりの部分に活断層が認め

られ、陸域では長野盆地から小千谷付近に至る信濃川沿岸に多数の活断層・活褶曲が

あり、また長岡から新潟に続く信濃川低地の両縁にも活断層がみられる。 

敷地周辺で被害をもたらした地震はいずれも地殻内の地震であり、過去の地震の生

起状況をみると、海域では M7.7 を上限とする地震がみられ、陸域では M7.4 を上限と

する地震が長野盆地に、M7.0 を上限とする地震が高田・直江津付近及び信濃川下流域

にそれぞれみられる。 
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